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学校経営のテーマ 『変えてはならないものを守るために、変えるべきものを変え続ける』

残暑・猛暑が続く中で、２学期スタートしました。

猛暑・残暑が続いた３５日間の夏休みが終了しました。休み中は熱中症警戒アラートが発
令されたり、ゲリラ的な激しい雨があったりと天候に留意しながらの毎日でしたが、ご家庭
におかれましては、お子さまの体調管理ありがとうございました。学校では生徒たちが部活
動や学習に励んでいました。
２学期も充実した実りある学校生活が過ごせるよう教職員一同努めてまいりますので、引

き続き、ご理解とご協力をお願いいたします。

【第２学期始業式】８月２５日（金）
２学期のスタートは暑さや体調に留意しながらの始業式でした。各学年の代表生徒が１学期の

学校生活や夏休みを振り返り、２学期の抱負を堂々と発表しました。
以下は、始業式での校長あいさつを掲載いたします。

３５日間の夏休みが終わりました。どんな夏休みだったでしょうか。夏休みにしか経験
できないことに挑戦できましたか。心と体のリフレッシュはできたでしょうか。
さて、１学期の終業式に校長先生からみなさんに３つの宿題を出しました。覚えているで

しょうか。

１つ目は、夏休みが終わった時に「これは頑張れた」と自信をもって言えるものをもつと
いうことでした。
今振り返ってみて、自分は出来たと思えるでしょうか。夏休み中、常設の部活動に加えて、

駅伝・合唱・英語の特設部、３年生の自主学習、その他、町や校外での活動などに励む皆さ
んの姿を見ました。猛暑の中、目標達成を目指し、仲間と一緒に継続して努力をする多くの
皆さんのキラキラした姿がありました。
２学期は新人戦や緑風祭など、これまで取り組んできた成果を発揮する機会が数多くあり

ます。「努力して乗り越えてきた一つ一つのこと」、「毎日積み重ねてきたこと」など、その
過程を振り返り、自信をもって力を発揮してください。

２つ目は、「何かに感動する体験をしましょう」でした。
体験出来た人も出来なかった人も、これからの日々の中でいくらでも体験することは出来

ます。勉強でも部活動でも小さな目標をたて、その達成に向けて本気になって取り組むこと
です。本気になればなるほど達成できたときは感動します。ぜひ、感動体験を繰り返して、
自分自身をステップアップさせてください。

３つ目は、「命を大切にする・自分を大切にする」ことでした。
「命を大切にする・自分を大切にする」は、今日こうして、みなさんと一緒に２学期を迎

えられたので全校生が達成できました。大変うれしく思います。しかし、この宿題は夏休み
だけではありません。これからもずっと続けてください。そして、これからは、「命、自分
を大切にする」だけでなく、「相手、他人も大切」にしてください。自分の何気ない一言で、
ＳＮＳでのやりとりで、自分のとった行動で、相手を傷つけることが絶対無いようにしてく
ださい。
「命を・自分を・相手を大切にする」です。忘れないでください。

いよいよ、８２日間の２学期がスタートします。多くの行事や学習、部活動に明確な目標
をもち、ともに課題を乗り越え、実り多い楽しい岩江中の２学期にしていきましょう。




